
第４学年１組 算数科学習指導案  

 

１ 単元名 式と計算「計算のきまりを調べよう」  

２ 指導観 

【３学年】         【４学年】         【５・６学年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 目標 

○ 加法と減法，乗法と除法の相互関係を使って□の数を正しく求めることができ，  加

減，乗除の相互関係を理解することができる。       （知識及び技能理解）  

○ 問題場面を線分図や□を使った式に表し，□の求め方を考えることができる。       

（思考力・表現力・判断力等）  

○ 加法と減法，乗法と除法の相互関係を，問題解決に使おうとすることができる。  

（学びに向かう力・人間性等） 

４ 単元計画（８時間） 

（１）既習学習を振り返り，学習の見通しをもつ。    ・・・・・・・・・・・・・①  

（２）（  ）のある式の計算の順序や表し方を理解する。   ・・・・・・・・・・・②  

（３）四則混合の式の表し方や順序を理解する。   ・・・・・・・・・・・・・・・②   

（４）整数の計算について分配，交換，結合法則が成り立つことを確かめる。  ・・①  

（５）求めたい数を□として式に表し，加減，乗除の相互関係を理解する。① (本時 1/1) 

（６）学んだことのよさを実感する。     ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・①  

 

５ 本時 令和元年１０月１７日（木）５校時  

 

６ 主眼 

○問題場面を線分図，数直線図や□を使った式に表し，□の求め方を考え，説明することが

できる。  

○加法と減法，乗法と除法の相互関係を使って□の数を正しく求めることができる。  

 

【かけ算】  

乗数，被乗数が未知数

の式で，乗法九九を使っ

て未知数の求め方を考

え，式にあてはまる数の

求める活動を行った。  

【たし算とひき算】  

加法の結合法則を使っ

て，くふうして計算す

る活動を行った。  

【□を使った式】  

加法，減法，乗法の場

面で，未知の数量を□と

して，数量の関係を式に

表したり，□にあてはま

る数の調べ方を考えたり

して，それを説明する活

動を行ってきている。  

  

【式と計算】  

整数の加法，減法，乗法につ

いて分配法則が成り立つことと

交換，結合法則用いると簡単に

計算できることに理解を深めて

いく。さらに，□や〇，△の記

号を使って，交換，結合法則と

いっしょにきまりを一般化して

まとめ，きまりを使った計算の

工夫を考えるようにする。  ま

た，加法と減法，乗法と除法の

相互関係について調べるため

に，問題の構造を線分図や数直

線図で示し，図を手がかりにし

て□を使った式に表すことがで

きるようにする。そして□を求

める計算が逆の関係にある演算

（相互関係）にあることをとら

えさせる。  

 

【小数・分数のかけ算】 

 乗数が小数の場合の

乗法の意味やその計算

の仕方を理解させる。

整数の場合と同じ関係

や法則が成り立ち，小

数・分数の場合でも交

換，結合，分配法則が

成り立つことを理解さ

せていく。  

【文字を使った式】 

 数量やその関係を，

□や△などの代わりに

ａ，ｘなどの文字を用

いて式に表す方法を理

解させ，未知の数量を

文字で表すよさを感じ

させる。  



７ 準備 モデル図(線分図，テープ数直線図 )，ヒントカード，ホワイトボード  

８ 本時の過程（７/８） 

 

段階 学習活動と内容 主な支援  
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【問題を見出す活動】 

１ 既習の学習を振り返り，本時のめあてをつかむ。 

〇今までタイムを行い，図のかき方を想起させ，本時の  

めあてをつかむ。  

 

 

 

２ □を使った加法と減法の問題に取り組む。  

 

   

〇問題文の通りに立式し，線分図を使って□の求め方を説明する。 

(ペア交流)  

 

式 □+１８＝４２   

たし算       ひき算  

     □＝４２－１８  

□＝２４       答え ２４こ  

〇問題文を読んで立式し，計算する。（練習問題）   

・式 □－７＝１４  

 

【考えを表現し伝え合う活動】  

３ □を使った乗法と除法の問題に取り組む。  

 

   
 

〇問題文を読んで立式し，□の求め方を説明する。(協働解決） 

 

 

式 □×６＝５４ 

  かけ算       わり算      

□＝５４÷６ 

□＝９     答え ９こ 

〇問題文を読んで立式し，計算する。（練習問題）  

・□÷１２＝４  
 

【学んだことを活用する活動】  

４ 本時のまとめを行い，チャレンジタイムを行う。 

〇本時の学習のまとめをする。  

 

 
 

〇チャレンジタイムを行い学んだことのよさを実感する。(自力解決) 

①  □＋１６＝５４ ②□－１１＝１４  

③  □×８＝９６  ④□÷６＝１８  

 

 

〇本時学習につなぐために，3年

「□を使った式」を想起させる。  

〇図のかき方を想起させる   

ために，線分図・テープ数直線

図などのモデル図を提示する。 

 

 
 

〇□を使った計算の仕方を説明

できるようにするために，線分

図（図的表現）から□の求め方

を説明する。 

〇図を使って順序立てて説明で

きるようにするために「説明マ

スターカード」を準備する。 

〇加法と減法が逆の関係である

ことをとらえさせるために，

□を使った練習問題に取り組

ませる。 

 

 

 

〇□を使った計算の仕方を説明

するため，数直線図（図的表

現）をもとに問題解決させる。 

〇自力解決できない子の支援の

ためにヒントカード(数直線

図)を準備する。 

〇班で交流させるためにホワイ

トボードを活用する。 

〇乗法と除法が逆の関係である

ことをとらえさせるために，

□を使った練習問題に取り組

ませる。 

 

 

 

〇自力解決できるようにするた

めにチャレンジ問題に取り組

ませ，式と言葉（キーワード）

を使って説明させる。 

（まとめ）  
□を使ったたし算はひき算，かけ算ならわり算でぎゃくの  

計算で求めることができる。  

問題１あめを何こか持っていました。１８こもらったので， 

４２こになりました。はじめにあめが何こありましたか。  

問題２  あめが同じ数ずつふくろにはいっていました。６ふ

くろでは，全部で５４こありました。１ふくろには，何こ   

はいっていましたか。  

 

（めあて） 
□を使った式で表し，図から□の求め方を説明しよう。 


